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王子の森の経済価値化
の取り組みについて

王子ホールディングス株式会社

自然資本会計時代に向けた

北海道 / 猿払山林～モケウニ沼～オホーツク海遠景
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持続的な成長に向けた取り組み

次世代の中核ビジネス

①
配当性向

30%

木質バイオビジネス

環境配慮型
パッケージング
早期拡大を目指す

森林機能
経済価値化を目指す

既存事業
人的資本強化
DX推進



1．森林の公益的価値

2．森林の経済価値

3．王子の森の経済価値化

本日のアジェンダ

自然資本会計時代の
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ーイントロダクションー



これまでも、そして、これからも

Nature Positive 経営
イントロダクション

4



Nature Positive 経営のあゆみ
資源リサイクルとサステナビリティ経営の先駆者として

東京・王子に工場を竣工
当時の原料はボロ布

渋沢栄一翁により設立

1873年 1875年 1910年 1937年

支笏湖からの水流を活用した国内初の
産業用水力発電と苫小牧工場の開場

1889年

気田工場開場
日本初の木材パルプ製造工場

王子造林設立 植林による
バイオエコノミー循環型経営へ

2024年

欧州の最先端環境配慮型パッケージン
グ企業であるWalkiを買収

画像提供：紙の博物館

画像提供：紙の博物館

1959年

段ボールの生産開始。現在も高度な
リサイクル率を誇る
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Nature Positive 経営のあゆみ

先人のことば

藤原銀次郎
1933～38年王子製紙社長

「木を使うものは、木を植える義務がある」
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国内の「王子の森」

約 万ha18.8
7

Nature Positive 経営のあゆみ

王子の森



海外の「王子の森」

約 万ha44.7

Nature Positive 経営のあゆみ

王子の森
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「王子の森」総面積

約 万ha63.5
生産林 47.2万ha  /環境保全林 16.3万ha

Nature Positive 経営のあゆみ

王子の森
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森林の公益的価値1
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森林の公益的価値

森林の多面的機能

森林は
我々の生活に

深く関わっており、
大きな公益的な
価値を有している
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水源涵養
森林の土壌が、降水を貯留し、
河川へ流れ込む水の量を平準化
して洪水、渇水を防ぎ、さらに
その過程で水質を浄化する役割

生物多様性の保全
森林が果たしている野生鳥獣の
生息の場としての役割

土砂流出・崩壊防止
森林の下層植生や落葉落枝が
地表の浸食を抑制する役割
森林が根系を張り巡らすことに
よって土砂の崩壊を防ぐ役割

大気保全
森林がその成長の過程で
CO2を吸収し、
酸素を供給している役割

保健休養
森林が人にやすらぎを与え、
余暇を過ごす場として果たし
ている役割



森林の公益的価値

水源涵養機能
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森林の公益的価値

土砂流出・崩壊防止機能
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森林の公益的価値

王子グループの森林経営
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生産林

環境保全林

ブラジル／CENIBRA社



森林の経済価値2 自然資本会計時代の
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自然資本会計とは

自然資本とは、森林、土壌、水、大気、生物資源等、
自然によって形成される資本（ストック）

これらの自然資本を経済価値として評価し、
会計基準におりこんでいく議論が各国で進行中

自然資本会計時代の森林の経済価値

自然資本会計に関する国際的な流れ

「持続可能性」の
概念の始まり

地球温暖化対策の
国際的協調の
取り組みが進展

「ネイチャー・ポジティブ」
が世界的な潮流へ 自然資本会計へ

自然資本会計の潮流
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自然資本会計時代の森林の経済価値

王子の森の経済価値（国内）

水源涵養

生物多様性の保全

2,040 億円/年

430 億円/年
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大気保全・保健休養

土砂流出・崩壊防止

2,750 億円/年

280 億円/年

5,500
年間で約

億円

●林野庁「森林の公益的機能の評価額について」の手法をもとに計算
●社外環境アセスメント会社によるレビュー済み



健全に管理されていない森

自然資本会計時代の森林の経済価値

自然資本が経済価値を生む時代へ
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生物多様性
クレジット

その他自然資本を
経済価値として評価

健全に管理された王子の森

などで評価

水クレジット
などで評価



3 王子の森の経済価値化
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価値の棚卸 定量評価手法
（王子モデル）

確立

王子の森の経済価値化

自然資本会計のためのアクション
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王子の森の経済価値化

水源涵養量の見える化（国内）

●：地表水
●：地下水

猿払川

狩別川

ポロ沼

王子の森

国内の王子の森18.8万haの水源涵養量を国土情報
プラットフォームを活用し、地表水、地下水の
データから解析

(*1日あたり300ℓ/人使用前提に試算）

地表水・地下水の解析図［例：猿払］

「王子の森」水源涵養量（国内）

万㎥/日5 1 0

1日当たり
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1,690
の生活用水を蓄え、作り出す能力に相当

万人分*



王子の森の経済価値化

生物多様性の見える化（国内）

約650か所の国内の王子の森の生物多様性の観点で重要な
場所を抽出（第1位：猿払王子の森）

王子の森 生物多様性の重要度マップ

「王子の森」生物多様性（国内）

*KBA:生物多様性の保全の鍵になる重要な地域の指標

生物ビッグデータと地形・気候・植生データ等から構築した
モデルで、各社有林の生息生物種を予測、生物多様性重要地
域(KBA*)との重なり等も加味し、重要度をスコア化
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が生息していることが推定される

生物 3,000種 以上

うち希少種

1,400約 種

Earthstar Geographics | Esri, TomTom, Garmin, FAO, NOAA, USGS



王子の森の経済価値化

猿払における王子の森の価値見える化プロジェクトを始動

CO2
生物
多様性 土壌 栄養 水
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猿払（さるふつ）

5要素の価値の見える化



北海道大学の研究者と共同で重要な５要素(CO₂、生物多様性、土壌、栄養、水)の価値の可視化と
自然再生プロジェクトを実施中
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王子の森の経済価値化

【猿払】 要素の価値見える化プロジェクト5



鳴き声の
音声解析センサー

ドローンによる
植生の撮影

海外のスタートアップ企業と共同で音声センサー、ドローン、カメラ、環境DNA 等の最新技術を複数組み合わせて様々な
種類の動植物のデータを解析し、猿払の王子の森の生物多様性を測定するプロジェクトを実施中
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王子の森の経済価値化

【猿払】生物多様性見える化プロジェクト

音声センサー

ドローン

カメラ

環境DNA

AIによる
生物多様性の
総合的な解析

モニタリング技術



国際団体との協働
- COP28 ISSB宣言への賛同、

COP16、29への参加
ISFC設立とアクション

- 世界経済フォーラム参画

王子の森の経済価値化

王子の森でのチャレンジ－次の150年にむけて－
気候変動と自然資本の変化は相互に影響するため、ネイチャー・ポジティブとカーボン・ニュートラル
両方の実現を目指し、自然資本会計の時代へ向けたアクションを実行

森、川、海の間での包括的な
物質循環の見える化

自然の価値を測り定量的に
評価する手法の確立

自然資本の価値を最大化するとともに、
世界のスタンダードづくりへ影響を与える

Nature
Positive

&
Carbon
Neutral

王子のパーパス
実現

炭素蓄積、生物多様性等の
土壌のポテンシャルを追求

木質由来の新素材やソリューションの開発
医薬品、エタノール、バイオプラ・フィルム、セルロースナノファイバー等
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森を育て、森を活かす。
Growing Forests, Utilizing Forests.



本資料は、金融商品取引法上のディスクロージャー資料ではなく、その情報の正確性、完全性を保証するもの
ではありません。また、本資料に掲載された将来の予測等は、説明会の時点で入手可能な情報に基づき当社が
判断したものであり、不確定要素を含んでおります。
従いまして、本資料のみに準拠して投資判断されますことをお控えくださいますようお願い致します。
本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。
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